
戦後80年を迎え、改めて戦争の悲惨さ
と、今も続く戦争の苦しみについて学び、犠
牲になられた人たちを悼み、世界真の平和を

祈ります。特に一夜のうちに10万人の人々

が無差別に殺された東京大空襲に焦点を当
て、体験者のお話をお聞きします。歴史を振
り返り、世界に目を向け、私たちの役割を考
えていきましょう。

子ども向けプログラムや託児所を用意して、世代を越えて多くの方のご参加をお待ちしています。

プログラム

第一部 会場:金光教館 時間:12:00へ

8岳国王ら●
〇、 未就学児から小学校低学年まで 

l l 

のひるは(中学生 “量貿葛寒 子どものひるは 】 

①東京大空襲の概要ビデオ上映

②東京大空襲体験者・二瓶治代さんの講演

③私たちの問題として考える

④平和宣言

※ひろば終了後、千鳥ヶ淵戦没者墓苑へ公共交通機関で移動

※焼夷弾(レプリカ)や写真パネルなど、

東京大空襲についての展示あり

講師:二瓶治代(にへいはるよ)さん

1936年6月22日生まれ。 8歳の時、東京都城東区(現江

東区)亀戸町1丁目で空襲に遭い、炎の中を逃げ惑っ

た。火が消えてから、炭のようにまっ黒になった焼死体

の下から救いだされた。

50数年を経て、戦争を繰り返さないために、身元も男

女の区別もわからない姿で死んでいった人たちがいたこ

とを伝えなければ、との思いで体験を語り始め、 1945年

3月10日の語憶を語り続けている。

第二部舘詣書聖戦没者墓苑

祭典の中で、吉備舞奉納、献歌「友よ、霊よ」などが

あります。

※屋外での参拝ですので、熱中症対策をお願いします。

※祭典のオンライン配信はありません。

主催

東京大空襲・戦災資料センター(江東

区)を見学します。

オープニング終了後、スタッフの引率

で路線バスで移動します。

おもに小学生が対象です。

保護者が同行してくださってもけっこ

うです。

持ち物:水筒、帽子、歩きやすい靴
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